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平成19年1月 暫定一覧表に記載

平成27年1月 「長崎の教会群とキリスト教関連

遺産」として推薦書を提出

同年9月〜10月 イコモスの現地調査

平成28年2月 推薦取下げ

平成29年2月 「長崎と天草地方の潜伏キリシタン

関連遺産」として推薦書を提出

同年9月 イコモス現地調査

平成30年５月 イコモスの勧告

同年6月〜７月 第４２回世界遺産委員会

正式登録までの経緯



長崎県の教会分布図



12の構成資産
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」は、キリスト教禁教に
よる宣教師不在の中、神道や仏教などの日本の伝統的宗教や一般
社会と関わりながら信仰を続けた潜伏キリシタンの伝統のあかしとな
る遺産群である。
それらは、国内に宣教師が不在となって
キリシタンが「潜伏」したきっかけや，信
仰の実践と共同体の維持のためにひそ
かに行った様々な試み、そして宣教師と
の接触により転機を迎え、「潜伏」が終り
を迎えるまでの歴史を物語る12の構成
資産からなる。
これらが長崎と天草地方の半島や離島
に点在しているのは、大航海時代にキリ
スト教が伝わったアジアの東端にあたる
日本列島の中で、最も集中的に宣教が
行われた場所だからである。

宣教師不在の中ではぐくまれた

日本独自の宗教的伝統



長崎県の信仰の移動図



焼罪殉教地



根獅子おろくにん様



信仰復活之地



野首教会堂



繁式教会堂



嵯峨島千畳敷



赤波江教会堂遠景



若松大浦教会堂



五島美人のマリア様



聖マリア堂跡



聖ヨゼフ堂跡



聖フランシスコ・ザベリオ堂跡



聖クララ堂跡



善長谷教会堂遠景



枯松神社



放虎原殉教地



有馬川殉教地
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